
春来区では、平成11年から集落住民のみで23年間、村おこし事

業としてそば店を運営してきましたが、人口減少や高齢化が課題と

なっていました。そこで令和3年度より「区が100％

出資した株式会社」という特殊な形態の法人を

設立し、運営を引き継いでいます。

〒650-0024
神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎

TEL:078-331-5924 email:hyogo28_hsatt_kinki@maff.go.jp
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「スマート農業実証プロジェクト」令和4年度版パンフレットを
農林水産省のホームページで公開しています

詳しくは
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/pamphlet/index.htm

令和元年度から始まった「スマート農業実証プロジェクト」のうち、令和4年4月までに採択した

202地区の取組を紹介しています。

そばの花が咲きました

新温泉町春来区 小谷区長

秋風が吹き始め、そばの花が綺麗に咲く時期に

なりました。

そば打ち体験もできる 「春来そば処てっぺん」

本プロジェクトは、水田作、畑作、露地野菜、施設園芸、花き、

果樹、茶、畜産、ローカル5Gの分野で実証を行っており、パン

フレットには取組概要のほか、実証成果（令和元年度、令和

2年度、令和2年度（緊急経済対策））を掲載しています。

新温泉町の春来(はるき)集落では昔から各家で

そばを打って食べてきた歴史があります。

集落は、峠のてっぺんに位置するので周りは奥深

い山に囲まれています。付近に多くの野生動物が

生息し、近年は獣害に悩まされてきました。

そこで、令和3年に「クラウドファ

ンディング」により、資金調達を

行い電気柵を設置しました。

その効果もあり、今年も無事に

そばの花が咲き、新そばの収穫

が待たれます。

以前は、出てきた新芽を一晩のうちにシカに食

べられ、全滅に近い状態になる農地が少なくあり

ませんでした。

高さ2ｍの電気柵

11月13日(日)より「新そば」の提供が始まる予定です。

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/pamphlet/index.htm


兵庫県における9月25日現在の水稲の作柄は、田植期

以降おおむね天候に恵まれ穂数は「平年並み」となりました。

１穂当たりもみ数は、7月中旬の低温・日照不足になったも

のの、7月下旬～8月上旬が高温・多照で経過したことから

「やや多い」となりました。

これにより全もみ数は、「やや多い」となりました。

登熟は、全もみ数が多かったことによる相反作用や出穂後の

8月中下旬の日照不足の影響により「やや不良」が見込ま

れます。

この結果、兵庫県の10ａ当たり予想収量は505kgが見込

まれ、予想収穫量(主食用)は16万5,600ｔが見込まれ

ます。

また、農家等が使用しているふるい目幅ベース(1.85mm)

の作況指数は、101（平年並み）が見込まれ、作柄表示

地帯別でも、県南、県北、淡路ともに101が見込まれます。

（詳しくは） https://www.maff.go.jp/kinki/press/toukei/toukeikikaku/221014.html

〈株式会社池上農場代表取締役・齋藤亜紀美さん〉

－農業を始められたきっかけは－

淡路市において、特別栽培たまねぎ「あやたけ」を栽培されている、株式会社池上農場代表取締役の齋藤亜紀美さん

にお話を伺いました。

－化学農薬や化学肥料を減らしたい方にアドバイスを－

－今後の目標は－

池上農場のオリジナルブランドである、特別栽培たまねぎ「あやたけ」を栽培しています。

「あやたけ」は、竹を粉砕して作った当農場オリジナルの竹粉を混ぜた肥料を使って栽培し

ています。竹の持つ殺菌作用によって、病気になりにくく根の張りの良い元気なたまねぎが

育ちます。新たまねぎと完熟たまねぎを栽培していて、スーパー、加工業務用、ネット販売

等で販売しています。

消費者やバイヤーの皆様から「甘い」、「匂いが良い」という、嬉しいお声をいただいています。

－どのような農業をされていますか－

発注から出荷までの作業について、作業量の把握や作業内容の割り振り等をデジタル管理

し「見える化」をすることによって、皆が効率よく働ける職場環境にしていくことが、今後の目標

です。

以前は、福島県に住んでいましたが、東日本大震災が起こった際に、実家

がある淡路市に自主避難しました。2010年に当社を立ち上げた父と一緒

に、たまねぎ栽培を行ったことが農業を始めたきっかけです。

淡路島たまねぎをブランド作物として全国に発信していく手助けをしたいと

考え、当初２haであった農地を10haに規模拡大しました。

～特別栽培たまねぎ・美味しさの秘密は「竹粉」 ～

農業は、毎回が一発勝負です。一気に化学農薬・肥料を減らすと収量が落ちるのではと不安になると思いますので、

少しずつ工夫をしながら取組んでみてはいかがでしょうか。 今は肥料価格が上がっていることもあり、生産コストを下げる

という観点からもメリットを感じやすいと思います。

特別栽培たまねぎ「あやたけ」

また、当社は「淡路島から世界品質」をモットーにしています。淡路島全体で淡路島たまねぎ

の品質を高め、ブランド力を保持していきたいです。そして、世界中の人たちに味わっていただ

けたらと願っています。 池上農場の冷蔵貯蔵施設

令和4年産水稲の予想収穫量（9月25日現在）

https://www.maff.go.jp/kinki/press/toukei/toukeikikaku/221014.html


食べ残し、売れ残りや期限が近いなど様々な理由で、食べられるのに捨てられてしまう食品「食品ロス」。

日本の食品ロス量は、年間522万トン、毎日、大型トラック（10トン車）約1,430台分の食品を廃棄しています。

食品ロスを削減するため、農林水産省は「納品期限の緩和」「賞味期限表示の大括り化」といった商慣習を見直す

取組を推進しています。

ホームページで “兵庫県内の事例” を紹介しています

兵庫県拠点では、 テーマごとに兵庫
県内の事例集を作成しホームページ
で公開しております。

是非、ご参照ください。

10月は「食品ロス削減月間」です
-10月30日 は「 全国一斉商慣習見直しの日 」！-

令和４年産の水田における作付状況について公表しました

(ha)

＜都道府県別作付状況＞
農林水産省ＨＰ：https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/s_taisaku/221014.html

＜近畿地域農業再生協議会別作付状況＞
近畿農政局ＨＰ：https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/221014.html

令和4年産の水田における作付状況

農林水産省
HP

近畿農政局
HP

農林水産省は、令和4年産の主食用米及び戦略作物等の作付状況(令和4年9月15日時点)を
10月14日に公表しました。

全国の主食用米の作付面積は、前年実績(130.3万ha)から5.2万ha減少(▲4.0％)の125.1万haとなりました。
また、戦略作物等の作付面積は、加工用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、麦等が前年より増加しました。

一方、兵庫県では、主食用米の作付面積は、前年実績(34,100ha)から1,300ha減少(▲3.8％)し、32,800ha
となりました。
また、戦略作物等については、飼料用米、WCS用稲、新市場開拓用米(輸出用米等)、麦等が前年より増加しました。

詳細は、農林水産省や近畿農政局のホームページをご覧ください。

買い物のときに、商品棚の奥から消費期限・賞味期限の長いものを引っぱり出していませんか？

期限が短いものが売れ残ると廃棄され、食品ロスになってしまいます。期限が短いからといって、

品質に問題はありません。購入してすぐ食べる場合は、商品棚の手前

から期限が短い商品を積極的に選ぶ「てまえどり」を実践しましょう！

https://www.youtube.com/watch?v=8e80BbMavM8

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/recycle/220929.html

BUZZMAFFでも紹介しています

ご存じですか？てまえどり

主食用米

①

戦略作物等

備蓄米

（参考）

加工用米

新規需要米

麦 大豆 飼料作物 そば なたね
前年産
（３年
産）
②

増減

①ー②
飼料用米

ＷＣＳ

稲発酵
粗飼料
用稲

米粉用米

新市場
開拓用米

（輸出用
米等）

その他

全国 125.1万 130.3万 ▲5.2万 49,786 142,055 48,404 8,403 7,248 92 106,275 88,568 70,380 27,898 679 36,479

兵庫県 32,800 34,100 ▲1,300 707 761 940 35 190 6 1,874 1,713 764 135 12 －

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/s_taisaku/221014.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/221014.html
https://www.youtube.com/watch?v=8e80BbMavM8
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/recycle/220929.html


○お問合せ先

式典行事（13日)：明石市立市民会館

海上歓迎・放流行事（13日)：明石港ベランダ護岸

関連行事：

○豊かな海づくりフェスタ2022（12日・13日)：県立明石公園

○サテライト会場（13日)：妻鹿漁港、浜坂漁港、道の駅あわじ

会場

全国豊かな海づくり大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く国民に訴えるとともに、

つくり育てる漁業の推進を通じて、水産業の振興と発展を図ることを目的として、豊かな海づくり大会推進委員会との共催

により、都道府県ごとに毎年各地で開催されています。

兵庫県は、昭和57年の第2回大会（旧城崎郡香住町）以来、全国で初めて

2度目の開催地となります。

第41回全国豊かな海づくり大会
兵庫県実行委員会事務局 TEL:078-362-9291
詳しくはこちらをご覧ください

「全国豊かな海づくり大会兵庫大会」が開催されます
第41回

親とはぐれた子猫を毎年保護していたら３匹になりました。その子たちもすでに老齢に差し掛かっており、食事にも
気を使う日々。とは言え、単身赴任なので家族が面倒を見ているのですが、たまに帰るとこの子たちが愛想よく近づ
いてきます。その仕草にはほっと一息、癒されます。
「実りの季節」がやって来たことだし、猫ちゃん達と家族そろって美味しいものを食べに行きたい
ですね。でも、この子らには日々の食事がいちばん美味しいのかも・・・（Ｙ・Ｎ）

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.10

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

兵庫の の風景

爽やかな秋空のもと、刈り取った稲が稲木に掛け

られている風景は、美しい日本の原風景です。

南あわじ市

※式典行事及び海上歓迎・放流行事
は招待者のみの参加となります。

みどりの食料システム戦略に関する
生協と生産者との意見交換会

近畿農政局では、環境に配慮した農産物の取引を拡大する観点から、生産者(農業者
団体含む)と生協をつなぐ意見交換の場(Zoomによるオンライン)を設けました。
環境に配慮した農産物の生産者の皆様の、積極的なご参加をお待ちしております。

参加者募集の
お知らせ

参加生協

大阪いずみ市民生活協同組合
わかやま市民生活協同組合
生活協同組合おおさかパルコープ
大阪よどかわ市民生活協同組合

日時

1回目 11月1日 15:30~16:30

2回目 11月17日 13:30~14:30

https://www.maff.go.jp/kinki/press
/syouhi/seikatu/221005.html

参加方法等詳細は

https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/221005.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/221005.html

